
生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業） 

の実施状況について 

  
１ 当初計画について 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱に定められた「バリアフリー化設備等

整備事業」の補助を受け，ＵＤタクシー及び福祉タクシーを導入するため，第１回旭川市

地域公共交通会議において，生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）の

承認を得た。（ＵＤタクシー：４社合計１９台，福祉タクシー：１社１台） 

 

（１）平成２９年度ＵＤタクシー及び福祉タクシー導入計画台数（当初） 

 旭川中央ハイヤー 大丸交通 富士タクシー みつばちタクシー 計 

ＵＤタクシー １０台 ５台 ３台 １台 １９台 

福祉タクシー １台 - - - １台 

 

（２）福祉タクシーの補助申請 

   本計画に基づき，平成 30 年２月に導入予定 

（8 月 31 日付けで旭川中央ハイヤー(株)の計画書提出） 

 

２ 当初計画の変更について 

（１）ＵＤタクシー導入の国庫補助の変更 

「バリアフリー化設備等整備事業」の補助から，訪日外国人旅行者受入環境設備緊急

対策事業費補助交付要綱に定められた「交通サービスインバウンド対応支援事業」（観

光庁）に変更され，補助台数が各社に１台（６０万円），市内計４台となった。 

なお，「交通サービスインバウンド対応支援事業」は本交通会議の承認は要さない。 

 

（２）「バリアフリー化設備等整備事業」の追加募集について 

１１月に「バリアフリー化設備等整備事業」の追加募集があり，旭川中央ハイヤー  

１台，大丸交通１台の導入補助の内定を得たことから，当初計画を変更する。 

 変更内容は次のとおり（変更計画案は別紙） 

・旭川中央ハイヤー(株)：計画導入台数を１０台から１台に変更 

・大丸交通(株)    ：計画導入台数を５台から１台に変更 

・富士タクシー(株)  ：提出しない 

・(有)みつばちタクシー：提出しない 

 

（３）平成２９年度ＵＤタクシー導入予定台数（変更） 

  （国庫補助台数が減少したことから，全体の導入台数が変更になった） 

 旭川中央ハイヤー 大丸交通 富士タクシー みつばちタクシー 計 

国庫補助あり 

（バリアフリー） 

１台 １台 - - 2 台 

国庫補助あり 

（インバウンド） 

１台 １台 １台 １台  ４台 

国庫補助なし ３台 ３台 ２台 - ８台 

計 ５台 ５台 ３台 １台 １４台 

   ※導入予定台数１４台については，市の補助（１０万円）あり 

資料３ 



３ 旭川市のＵＤタクシー導入補助について 

 

（１）事 業 名：旭川市ユニバーサルデザインタクシー導入促進補助金 

 

（２）目  的： 

  誰もが安心・安全で快適に利用できるユニバーサルデザインのタクシー車両を，旭川市

におけるタクシー総数の１割相当まで普及促進する。 

 

（３）事業期間：平成２９年度～平成３１年度 

 

（４）補助上限額：車両１台当たり１０万円以内 

 

（５）平成２９年度補助台数：１４台（１４台×１０万円/台＝１４０万円） 

 


